
資
源
の

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て

13
年
度
の
総
ご
み
量
は
、

5
9，
3
0
4
�
と
、
10
年
前

の
3
年
度
に
比
べ
34
％
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
13
年
度

の
事
業
系
ご
み
量
は

1
3，
9
2
1
�
で
10
年
前
と

比
べ
る
と
42
％
増
え
て
い
ま

す
。ご

み
処
理
に
掛
か
る
費
用

は
、
13
年
度
で
市
一
般
会
計

歳
出
の
6
・
2
％
、
約
29
億

2
千
万
円
に
。
市
民
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
1
8，
4

4
4
円
に
な
り
ま
す
。
何
気

な
く
出
す
ご
み
に
も
大
き
な

経
費
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ン
や
缶
な
ど
、
市
で
資

源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
る
も
の
は
全
体
の
15
・

7
％
。
再
生
資
源
に
で
き
る

も
の
を
し
っ
か
り
分
別
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
減

量
化
に
な
り
、
経
費
の
節
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

応 募 方 法

対象は市内在住か在勤、在学の人。
ハガキに「①スローガン」か「②トイ

レットペーパー愛称」と明記の上（両方
可）、作品（未発表のものに限る）と簡単な
説明、住所、氏名、フリガナ、年齢、電話番
号、勤務先か学校名を書き、１５年１月６
日（消印有効）までに〒666-0011・出
在家町1ノ11のごみ減量とリサイクル推
進課へ。採用者には１月下旬に郵送で通知
し、５千円分の図書券とリサイクルトイレ
ットペーパー１年分を差し上げます。

川
西
市
の
ご
み
処
理
費
用
は

１
人
当
た
り
1
8，
4
4
4
円
に
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1，
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1，
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年度別のごみ量と処理費用は… 
人・年 

〜
ご
み
の
量
は
、
地
球
資
源
の
消
費
量
〜

（ハイムーン作「ゴミック廃貴物」日報出版より転載）

市が実施するごみ減量の
キャンペーンや啓発活動で
市民の皆さんに分かりやす
く働きかける“合い言葉
（スローガン）”を募ります。

�1人1日100�
ごみ減量
スローガン募集 市では、１３年度から市庁舎で発生する廃棄文書をリサ

イクルしたトイレットペーパーを使用しています。リサイ
クルトイレットペーパーは市のフリーマ
ーケットの景品や古紙の集団回収を実施
する地域への配付などにも活用していま
す。親しみの持てる愛称をお待ちしてい
ます。

�リサイクルトイレットペーパー愛称募集

ごみの量は
地球資源の消費量
なのです

ご
み
の
元
を
た
ど
れ
ば
、

す
べ
て
が
地
球
上
の
あ
ら
ゆ

る
資
源
を
消
費
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に
は

石
油
な
ど
の
天
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
費
す
る
こ
と
に
な

り
、
環
境
に
も
負
荷
を
与
え

ま
す
。

こ
の
ま
ま
大
量
生
産
・
大

量
消
費
・
大
量
廃
棄
の
社
会

経
済
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
は
、
自
然
が
修
復
で
き

る
限
度
を
超
え
て
、
限
り
あ

る
資
源
を
使
い
尽
く
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ご
み
の
問
題
は
、
最
終
処

分
埋
立
場
の
残
余
地
が
残
り

少
な
い
と
い
う
こ
と
や
処
理

費
用
が
か
さ
む
な
ど
目
先
の

問
題
の
ほ
か
に
地
球
環
境
問

題
と
も
絡
み
合
い
、
大
変
深

刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
の
反
省
に
立
ち
、
適
量
生

産
・
適
量
消
費
・
適
正
廃
棄

を
め
ざ
し
て
、
循
環
型
社
会

を
つ
く
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

の
ご
み
減
量
へ
の
協
力
が
と

て
も
大
切
で
す
。
市
は
、
皆

さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

分
担
を
実
行
し
て
い
く
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
か
に
つ
い
て
、
新
し
い
施

策
の
実
施
や
情
報
発
信
に
努

め
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変

え
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
恵
み
豊
か
な
美
し

い
地
球
を
将
来
世
代
に
引
き

継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

排出量を 
10％減量 

リサイクル率を 
25％に 

 
川西市の目標 

平成21年度までの目標値 

平成10年度の数値 
（1人1日1038g・リサイクル率11.5％） 

よりも 

1人1日100グラム減量 

 
川西市の目標 
ご み の 減 量  ご み の 減 量  


